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周波数共用超広帯域無線通信回路に関する研究
研究代表者 理工学研究部（工学）坂上岩太
(1）プロジェクトの背景・目的：
近年、携帯電話や RFIC等に代表されるように、数十 MHzから数 GHzに渡る周波数帯
で、の超小型無線通信システムに関心が集まっている。また、第4世代携帯無線機の開発に
関わるマルチバンド多周波共用や他の通信システムに干渉を与えない超広帯域無線通信
(UWB、3.lGHzから 10.6GHz）等、新しい無線通信システムが種々検討されている。
本プロジェクトはこのような送受信器内部受動系通信用テ、バイスや回路システムに着
目して、特に多周波共用ができ、あるいはUWB通信のための回路開発を目指す。
本プロジェクトは研究分野「超高速情報伝達デノミイスの創製と応用」の一環として平成
20年4月よりスタートし今年度が 1年目である。
(2）研究成果：
素子数低減集中定数化回路、急峻なスカート特性を持つ小型化低域フィル夕、狭帯域通信
のための信号多分配回路、 2周波信号多分配回路の実現に成果が見られた。
「プロシーディング等」
( 1) T. Wuren, I. Sakagami, M.F可iand M. Tahara，“A Miniaturized Microstrip Ring Resonator 
Lowpass Filter with Sharp Attenuation，” 2008 IEEE MTT-S International Microwave 
Symposium Digest, pp.535・δ38,Atlanta, USA (June 2008). 
(2) I.Sakagami, M.Tahara, and M.F可i，“Planar Four-Way Power Divider Using 
Impedance-Transforming Branch-Line Couplers，” 2008 Asia-Pacific Microwave Conf., B ト04,
Hong Kong and Macau, China (Dec. 2008). 
「その他の論文」
(1) 坂上、ウリントヤ、藤井、田原、“2段 1/4波長変成器とルーフ。状小型電力多分配器
への応用”電子情報通信学会技術研究報告、 MW2008-22、pp.41-46、（2008年5月）（研
究会、査読無）
(2) 坂上岩太、藤井雅文、田原稔、ウリントヤ、 “2段変成器の 2周波2線路ノミラメー
タ設計とループ型電力分配器，”電子情報通信学会技術研究報告MW2008-06、pp.33-37
(2008年6月）（研究会、査読無）
(3) 高木友瑛・坂上岩太・田原 稔、「スタブ付き周長 27 7 °ラットレースについて」
電子情報通信学会20 0 9年総合大会講演論文集、エレクトロニクス 1、C-2-75(2009
年3月、松山市）
(3）プロジェクト成果（特許，起業，技術移転等）：
「特許J
特になし
「起業，技術移転等J 技術相談等に対応している。
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想（起業計画，市場での応用・効果，特許化構想）
回路素子の小型化、広帯域化、多周波対応、不要スプリアスモードの抑圧などの課題を解
決して実用性の高い回路開発を目指す。
(5）利用施設： 特に無し
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